







































































増加していった。協力隊員数は 6年目の 2014年には 1,000名を超え 1,511名に達した。2015年以
降はほぼ 1,000人ずつ増えて 2018年には 5,000人台に到達した。1
　総務省（2020）は，2018年 3月 31日までに任期を終了した 4,848人を対象にした基礎情報を整
理している。その統計データに基づけば，協力隊員の年齢別構成比は，年代別協力隊員の構成は，
10代が 0.1%，20代が 31.7%，30代が 40.4%，40代が 19.6%，50代が 6.3%である。すなわち 20
代及び 30代の世代がほぼ全体の 70%を占めている。その傾向は女性に顕著にみられ，協力隊員全








































































































































　北海道の野球独立リーグに位置する HBLはコロナ禍の 2020年に発足した。当初は 500人程度の観
客収容数を見込み，運営計画を立てていたが，北海道が打ち出した「新北海道スタイル」，また政府




































  また，政府の段階的緩和とは，新型コロナウィルス感染症緊急宣言終了に伴い，2020年 5月 25日に発表された
政策であり，5月 25日から 7月 31日までの 2カ月間，イベント開催制限の段階的緩和を実施したもの。
10 出合裕太氏への筆者のインタビュー調査による。（2020年 8月 23日）















































































 https://www.mlit.go.jp/common/001320739.pdf（2021年 3月 1日閲覧）
 北海道は，高知県（100%），富山県（86.67%），岡山県（85.19%），愛媛県（85%）と比べるとやや見劣りする。





2018年時点において 179市町村中，149市町村（22市 114町 13村）が過疎地域となっており，全
国 1位を占めている。また，全市町村数に占める過疎地域の市町村数の割合は，北海道は 83.2％を
占めている。13
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